
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立新和小学校 ）     学校番号 ０９２                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 みんなでつくる みんなの学校 ～児童・教職員・保護者・地域のすべての人の笑顔のために～        

          

重 点 目 標 

１ 英語教育を中心とした小・中一貫教育「花笑み教育」の実現 
２ 安心・安全な学習環境の礎となる人間関係の構築と施設設備・予算の適切な管理 
３ 学校・家庭・地域が連携して進める魅力ある新和地区の創造 
４ 「学びのポイント」を意識した授業展開による学びの自律化の促進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

<現状> 

○城南中学校・和土小学校との英語を中心とした

小・中一貫教育「花笑み教育」推進の初年度と

なる。 

○令和５年度さいたま市学習状況調査によると、

どの学年も。各教科において、市平均値よりも

やや下回っている。 

○生活習慣調査では、「自分にはよいところがあ

ると思いますか」等の質問で、市平均値よりも

肯定的な回答を示す割合が高い。 

<課題> 

○各教科において基礎的、基本的な知識は個人差

が大きい。 

○算数では、データを活用する力に課題がある。 

・児童が英語に
親しみ、意欲
的に取り組ん
でいる状況 

①ネイティブ教員、G・S 非常勤講師、

ALT 等と連携しながら、各学年 G・S

の授業を工夫する。 

②児童が日常的に英語に親しめるよう掲

示物等、環境を整える。 

①保護者学校評価項目４「地域のよさを

生かした学習活動」の A 評価回答

（R5；71％→R6;75％以上） 

②児童アンケートで英語を肯定的にとら

えている回答 80％以上（新規調査） 

①保護者学校評価項目４「地域のよさを生か

した学習活動」の A 評価回答 79％→目標達

成 

②児童アンケートで英語を肯定的にとらえて

いる回答 96％→目標達成 
 

A 

○今年度は、ネイティブ教員を中心に

オールイングリッシュの授業を展開

した。児童によっては、苦手意識を

持つ児童もいたので、分かりやすい

授業展開を研究していく。 

 

・小中一貫「花笑み教育」につ

いて、3校が実際に活動して

いる場面を参観できる機会が

あるとよい。 

・いわゆる「読み書き、そろば

ん」と言われる基礎基本の定

着を大切にしてほしい。 

・英語教育に工夫や手厚い支援

がみられ、英語教育をしっか

りと推進している。 

・ICT の活用について、ICT を活

用することが目的ではなく、

手段として活用することにつ

いて、賛成である。 

・タブレット端
末や ICT を活
用して、個別
最適な学び、
協働的な学び
を実施してい
る状況 

①タブレット端末を活用した授業実践を

推進する。 

②スタディサプリ・ドリルパーク等を活

用して個に応じた学習を行う。 

③オクリンク等、共同編集アプリを活用

して協働的な学習を行う。 

①教職員学校評価項目 12「ICT を活用し

た授業実践」の肯定的な回答（R5；

3.5P/4P→R6; 3.6P/4P 以上） 

②児童がタブレットをほぼ毎日活用して

いる状況（R5；32％→R6;40％以上） 

 

①教職員学校評価項目 12「ICT を活用した授

業実践」の肯定的な回答 3.5P/4P →目標未

達成 

②児童がタブレットをほぼ毎日活用している

状況 29％→目標未達成（ただし、週に 3 日

以上使用している割合は 68％であった。） 

 
 

B 

○各教科等において、ICT をさらに活

用しながら、学習できるように教員

の ICT に係るスキルを向上させる必

要がある。 

○ICT を使うことを目的にするのでは

なく、目的を達成するために ICT を

使うようにするために、教材やアプ

リケーションを精選する。 

2 

<現状> 

○令和５年度の児童アンケート「クラスや学校で

の生活を楽しく過ごしています。」では、95％

の児童が肯定的に回答している。 

○今年度より、プールの解体工事が始まり、仮設

校舎が建築される予定であり、校庭の使用が制

限される。 

<課題> 

○心と生活のアンケートより、自己信頼や他者信

頼が低い児童が一定数いるので、さらによりよ

い人間関係を構築する必要がある。 

○仮設校舎建設に伴い、騒音の問題や校庭等の施

設利用について制限がかかるので、教育活動に

影響が出ないように単元の入れ替えや工夫が必

要である。 

・児童が安心し
て学べる学習
環境や人間関
係の構築 

①「いのちの支え合い」を学ぶ授業や道

徳教育を中心に生命の尊さ、思いや

りの心、規範意識等をはぐくむ。 

②「心を潤す４つの言葉」「心を元気に

する４つの言葉」の推進、人間関係プ

ログラムを実施により、コミュニケー

ションスキルを向上させる。 

①児童アンケート評価項目 2「クラスや

学校での生活を楽しく過ごしていま

す 」 の A 評 価 回 答 （ R5 ； 76 ％

→R6;80％以上） 

②児童アンケート評価項目 3「いじめが

なく、友達と仲良く生活しています」

の A 評価回答（R5；75％→R6;80％以

上） 

①児童アンケート評価項目 2「クラスや学校で

の生活を楽しく過ごしています」の A 評価

回答 76％→目標未達成 

②児童アンケート評価項目 3「思いやりをも

ち、友達と仲良く生活しています」（文言

変）の A評価回答 76％→目標未達成 

B 

○各学級において、日常観察やアンケ

ートを活用し、児童の状況把握を行

っている。加えてスクールダッシュ

ボードでの効果的な状況把握を行え

るように運用方法を検討する。 

 

 

・学級会計や集金方法につい

て、管理職、学級担任、事務

職員が相互に連携を図り、確

認、未届けをして遺漏のない

よう処理してほしい。 

・sola ルームの活用について、

学校運営協議会としても、引

き続き協力・支援をしてい

く。 ・施設設備・予
算の適切な管
理 

①安全点検の確実な実施と即時対応を行

う。 

②教育委員会等と連携して、工事を円滑

に進める。 

③清掃の仕方を学校で統一し、効率的で

効果的な活動にする。 

④チェックリストをもとに適切な会計報

告がなされているか確認する。 

①教職員学校評価項目 39「安全管理は

適切である」の肯定的な回答（R5；

3.4P/4P→R6; 3.5P/4P 以上） 

②各予算の適切な執行と正確な会計報

告・監査 

①教職員学校評価項目 39「安全管理は適切で

ある」の肯定的な回答 3.5P/4P→目標達成 

②各予算の執行は適切に行われていた。会計

報告や監査方法については、課題が残っ

た。 B 

○学級会計の集金方法に関する共通理

解が十分でなかったので運用方法を

再検討し円滑な会計処理に努める。 

○校舎増築に係る引っ越しを計画して

いる。円滑な引っ越し作業ができる

ように、現時点から備品等の整理整

頓を心掛け、早めに移動場所等の計

画を策定する。 

3 

<現状> 

○令和 4 年度に文部科学省より「学校・家庭・地

域で取り組む食育」について表彰を受けた。 

○青少年育成会、自治会、社会福祉協議会等、本

校を取り巻く地域の団体が緊密に連携し、児童

を見守っている。 

<課題> 

○学校運営協議会で「安心・安全な新和地区を創

るために」をテーマに 3 か年の活動スパンで目

標を設定したが、意識・行動をどのように維

持・継続させていくかが課題である。 

○学校の教育活動をホームページや学校安心メー

ルで紹介しているが、さらなる周知が必要であ

る。 

・学校運営協議
会を中心とし
た学校経営の
計画・実施 

①学校運営協議会において、魅力ある学

校づくりについて熟議し、学校運営に

反映する。 

②ホームページを充実させたり、各種た

よりを発行したりするなど、児童の教

育活動の様子を発信・周知する。 

③学校・家庭・地域が連携して「自分の

命を守る」取組を実施する。 

①保護者学校評価項目 10「学校・保護

者・地域」の A 評価回答（R5；47％

→R6;50％以上） 

②学校運営協議会、SSN、PTA 等、地域

団体と良好な関係 

③学校・家庭・地域が連携して「自分の

命を守る」取組の実施 

①保護者学校評価項目 10「学校・保護者・地

域」の A評価回答 51％→目標達成 

②学校運営協議会、SSN、PTA と地域団体等、

密に連絡を取り合い、連携を図った。 

③8月 31 日に学校運営協議会委員をゲストテ

ィーチャーに招き、授業を実施する予定で

あったが、台風接近のため臨時休校とな

り、計画通りに実施できなかった。後日、

教員のみで実施した。 

A 

○ホームページの更新について課題が

あった。更新日時や作業者を明確に

し、情報が得やすいホームページを

作成する。 

○学校運営協議会と連携し、「さいた

ま市で一番安心で安全な新和地区を

創るために」をテーマに 3 年計画の

最終年としての取組を計画する。 

 

・学校の情報を素早くホームペ

ージに掲載してほしいが、各

教職員にもそれぞれの業務が

あるので、持続可能な方法で

更新する方法や運用方法を検

討してほしい。 

・宿泊的行事における児童の活

動については、できる範囲で

写真等の掲載をお願いした

い。 ・保護者・地域
との円滑な連
携 

①保護者が相談しやすいように、専門職

や外部機関と連携するなど教育相談体

制を整備する。 

②授業参観、地域学校保健委員会、図書

館等の施設など、積極的に学校を開放

する。 

①専門職や外部機関と円滑な連携 

②年に 3 回以上学校公開を実施（地域学

校保健委員会・施設開放を含む。） 

③教職員学校評価項目 39「学校と関係

諸団体との連携」の肯定的な回答

（R5；3.4P/4P→R6; 3.5P/4P 以上） 

①配慮を要する児童について、専門職、市の

関係機関、医療機関等と対応を協議した。 

②11 月に学校公開、地域学校保健委員会を開

催、学校図書館も開放した。さらに新入学

児童保護者への学校公開も随時行った。 

③教職員学校評価項目 39「学校と関係諸団体

との連携」の肯定的な回答 3.4P/4P→目標未

達成 

B 

○児童増に伴い、配慮を要する児童の

増加も見込まれる。今後も専門職や

関係機関との連絡を密にし、さらな

る連携を図っていく。 

4 

<現状> 

○研修主任やエバンジェリストを中心に、教育活

動における効果的な ICT の活用方法について研

修を重ねてきた。 

○日課を工夫したり、会議や研修のもち方を精選

したりしながら教員が教材研究に充てる時間を

確保してきた。 

<課題> 

○授業における ICT の活用方法ついて、さらに改

善の余地がある。 

○「学びのポイント」を意識した授業の研究につ

いて取り組み始めたばかりなので、さらなる実

践経験が必要である。（児童が主体的に学ぶよ

うにするためにはどうしたらよいか等） 

・「学びのポイ
ント」を意識
した授業展開
の実施 

①「教える」から「学ぶ」授業に転換で

きるように、学びのポイントを意識し

た学習過程を展開する。 

②市教委による指導訪問、学力向上カウ

ンセリング訪問等を活用したり、校内

研修を充実させたりして授業力の向上

を図る。 

③高学年教科担任制を実施し、教材研究

を充実させ、専門性を高める。 

①保護者学校評価項目 3「わかりやすい

授 業 」 A 評 価 回 答 （ R5 ； 48 ％

→R6;50％以上） 

②児童アンケート評価項目 1「基礎的な

学力を身に付けています。」の A 評価

回答（R5；587％→R6;60％以上） 

③「学びのポイント」を意識した授業の

実践 

①保護者学校評価項目 3「わかりやすい授業」

A評価回答 54％→目標達成 

②児童アンケート評価項目 1「基礎的な学力を

身に付けています。」の A 評価回答 62％→

目標達成 

③教員が「学びのポイント」（じ；自分で決

める し；思考する や；やってみる  

く クラウドでつながる を意識した授業

展開を行っていた。 

A 

○全国学力・学習状況調査やさいたま

市学習状況調査の結果を分析し、成

果や課題を分析する。そして、ICT を

活用しながら「さいたま市アクティ

ブ・ラーニング型授業」を推進し、

個別最適な学びと協働的な学びを実

現し、児童の学力の向上を図ってい

く。 

○次年度は、学校保健領域の研究発表

会を市内の学校に向けて行う予定で

ある。研究主題「生涯にわたり、健

康づくりに取り組む新和っ子の育

成」の実現を目指しさらに研究を進

めていく。 

 

・各学力調査の結果をしっかり

と分析し、課題や解決方法を

検討しながら、個々に応じた

指導、支援を行ってほしい。 

・児童が、いわゆる「学び直

し」ができるようさらに ICT

の活用や必要な支援に取り組

んでほしい。 



 


